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1はじめに

 『炎のランナー（原題Chariots of Fire）』という映画がある1）。舞台は20世紀初頭の

イギリス。大英帝国の最後の輝きを留める時代に，オリンピックを目指して猛練習に励

む二人の若者エリック・リゲルとハロルド・エイブラハムズ。彼らが遭遇する様々な出来

事を軸に，信仰，民族，差別，国家，エリート主義，アマチュアリズムなどのテーマ

が，その華麗な音楽とトラディショナルな服装を背景にして巧みに描かれた作品であ

る。主人公の一人エリックは，中国伝道を志すスコットランド出身の宣教師。伝道活動

の合間にオリンピック出場のために猛練習に励み，ついに念願の代表に選ばれる。しか

し，出場種目の予選が日曜日に行われることを知らされ，安息日の遵守という自らの宗

教的信念を貫くために棄権することを決断する。映画では，もう一人の主人公ハロルド

のユダヤ人なるがゆえの苦悩とともに，エリックの信仰をめぐる葛藤と波紋が描かれる

が，そのなかで彼の周囲の人々や彼らの活動も丁寧に描写されている。エリックと家族

との団簗シーンでは，彼の家が代々宣教師を生み出している家系であることが示唆され

るが，特に興味深いのは伝道集会のシーンである。伝道集会に練習で遅れてしまい，同

じく伝道活動に専念している妹ジェニーにそれを各められているエリック，そこに一人

の若い女性が歩み寄り，ハンサムなエリックに聖書にサインをねだったり，彼女がエ

リックをうっとりと見つめながら賛美歌を歌うシーンなどが登場する。これらのシーン

はストーリーの展開からすればささいなエピソードにすぎないが，キリスト教のミッ

ションに関心があるものには，かなり気になるシーンなのである。スコットランドは，

19世紀イギリスで最も人気のあった宣教師にして探検家デヴィッド・リヴィングストー

ンの故郷であり，多くの有名な宣教師を生み出した土地柄であること，当時の海外ミッ

ションがそれぞれに地域で行われている小規模な伝道集会での献金によって支えられ，
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人気のある宣教師が出席する集会には多くの人々が集まったこと，さらに，伝道集会で

は女性たちの活動が大きな役割を果たしていたこと等々，この映画のいくつかのシーン

には，期せずして当時の海外ミッションの特徴がリアルに描かれているのである。

 キリスト教の海外ミッションを考える場合に，宣教学といったキリスト教信仰に裏打

ちされた実践的立場を別として，いくつかの研究領域を区別しなければならない2）。非

常に概括的に考えれば，それらは，キリスト教諸教派，伝道協会，宣教師という研究系

と，送り出し側と受容側における広い意味での社会・歴史的文脈という研究系の組み合

わせから成り立っているように思われる。とりわけ，ここでは後者の方を重要視したい

と思っている。「あなたは行って，すべての国民を弟子として，父と子と聖霊との名に

よって，彼らにバプテスマを施し，あなたに命じておいたいっさいのことを守るように

教えよ」（「マタイによる福音書」）という有名な聖書の言葉は，すべてのキリスト教徒

にイエスの福音を全世界に伝えるように命じている。しかし，この章句に基づいてキリ

スト教徒が当初から全世界にキリスト教を広めようとしたわけではなく，新大陸，アジ

アへの世界宣教は16世紀の大航海時代以降のことであり，プロテスタントの場合はさ

らに遅く18世紀になってからのことである。これは，キリスト教のミッションがこの

宗教の「本質」に由来する現象であるというよりも，西欧諸国の海外進出に伴って特定

の時代に生じた歴史的現象であることを意味している。もちろん，ここで「歴史的」と

いうのはそれが過去に属するものだという意味では決してない。今日でも世界の至ると

ころでキリスト教のミッショナリは活発に活動しており，ミッションへの問いは必ずし

も過去の問いとはいえない。また，この宗教を受容した人々のなかには，その語彙を使

いながら自分たちの新たな宗教的意味世界を構築し，かつての宣教師たちが予期しな

かった新しい宗教を生み出すこともあった。この点からすれば，ミッショナリの活動が

生み出した様々な帰結は動劇的に理解されるべきであり，ある時期以降の両者の関係は

双方向的なものになっていったように思われるのである。

2スタンレーとソーンの著作をめぐって

 さて，ミッションをめぐる様々な問題領域のなかで，本稿では冒頭に紹介した『炎の

ランナー』の舞台，大英帝国時代のイギリスに焦点を絞って，プロテスタント諸派の海

外ミッションをイギリス国内の社会・宗教動向という文脈のなかでかなり概括的に論じ

てみたいと考えている。つまり，ここでは，イギリス国教会やメソディストなどの宣教

師たちの赴任先であるアフリカやインドといった植民地におけるミッションの問題を考

えるのではなく，主に19世紀のイギリス社会の動向に即して海外ミッションの問題を

考えてみたいのである。とはいうものの，残念ながら現在の筆者には，各教派の伝道協
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会に保存されている当時のミッショナリの書簡やパンフレットなどの膨大な第一次資料

を丹念に読み解く十分な準備ができていない。そこで，これまでこの時期のミッション

について行われてきた研究に依拠しながらこの課題を考えていくことになるが，キリス

ト教神学や個別的な地域の歴史的研究を除いてみると，管見が及ぶ限りでは意外なこと

にこのテーマに関する包括的な研究はそれほど多くないようである。しかし，そのなか

で比較的最近出版された二つの研究書は，著者の立場は全く違うものの，19世紀から

20世紀におけるイギリスのプロテスタント諸派の海外ミッションの問題を考える上で

看過できない著作であるように思われる。その一つはブライアン・スタンレーの『聖書

と国旗』と題された著作である（Stanley 1990）。いま一つはスーザン・ソーンの『19世

紀イングランドにおける会衆派のミッションと帝国主義的文化の形成』である（Thorne

1999）。スタンレーは，その著作の副題「19世紀と20世紀におけるプロテスタント・ミッ

ションとイギリス帝国主義」が示すように，この時期のイギリスの海外ミッションに下

されることの多い「帝国主義と手を携えて進んだミッション」という否定的な評価を正

面から問題にし，それをインド，アフリカ諸国，中国などの地域ごとに4つの時期に区

分して詳細に検：回して，必ずしもミッションがすべてイギリス帝国主義の先兵であった

わけではないことを実証的に明らかにしょうとしている。しかも，彼の著作はミッショ

ナリの活動を歴史的文脈に位置づけるだけではなく，合わせて彼らを支えていた神学的

な信念がいかなるものであったのかを明らかにしょうとしたという点で重要である。

 これに対して，ソーンの研究は全く異なった視点からミッションを分析しようとして

いる。彼女の問題意識は，教会史家スタンレーのようにキリスト教のミッションそのも

のにあるのではなく，ミッションを研究対象としながらも，E．P．トムソン等が切り開

いたイギリス労働者階級をめぐる社会史的研究が孕む問題点を指摘するとともに，さら

に新しい視点をこの研究領域に導入することにあるように思われる。その研究は，スタ

ンレーのように当時のミッション全般の功罪を各植民地の歴史的文脈に即して論じると

いうよりも，裕福な中産階級という社会層を主な担い手とした会衆派とそのミッション

に対象を絞り込み，それらが出版した小冊子や伝道集会での発言の記録を丹念に分析す

ることで，イギリス国内において一般のイギリス人が日常生活では実感できない大英帝

国といかに遭遇していたのかを論じている。ソーンは，大英帝国とその帝国主義的な侵

略を前提にしながら，そのいわば「想像の共同体」に一般のイギリス人をコミットさせ

たものは何であったのかを問い，その答えの一つとしてミッションの行う様々なプロパ

ガンダを考えているわけである。

 さて，これら二つの研究をどのように評価すべきだろうか。それぞれの著作の詳細を

批判的に検：干することはもとより筆者の能力を超えているが，ミッションをどのような

視点から捉えるのかという問題を考える上で示唆的だと思われる点をいくつか指摘して
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みたい。スタンレーの著作は，非常にバランスのとれた優れた業績であるように思われ

る。既に指摘したように，彼の著作は何よりも当時のミッショナリの背景にあった神学

的，思想的な特徴に注意を払うことで，われわれが宗教的文脈からミッションを理解す

る手助けを与えてくれる。さらに，彼が，当時のミッションの評価をあくまでも個別的

な社会歴史的文脈のなかで論じながらも，従来のようなどうにも退屈な教派的なミッ

ション史に堕すことなく，当時のミッション全体が歴史的にいかなる役割を演じていた

のかを包括的な視点から論じている点でも，高く評価できるのである。しかし，当時の

ミッションの活動を最終的に擁護したいという彼のキリスト教的立場のせいか，スタン

レーの歴史学的手法は，彼らの活動を詳細な歴史的な文脈に分解することによって，全

体としてミッショナリの活動が現地の人々にどのように受け止められたのかという受容

者側からの視点が弱いように思われる。当時の歴史的文脈から検討してミッショナリと

イギリス帝国主義との積極的な関係が実証的に明らかにされないからといって，旧植民

地の多くのクリスチャンたちが当時の西欧からのミッショナリの活動を帝国主義的であ

ると批判しているという事実は依然として重いのである。むしろ，スタンレーの議論で

はミッションの全般的活動をすべて当時の歴史的文脈に位置づけることで，彼らの活動

を歴史的に正当化する議論に転化する可能性が大きいように思われる。海外ミッション

の問題の評価を正面から論じるとすれば，イギリスという送り出し国側の視点だけでな

く，受容した側の眼差しの問題も十分考慮する必要があるように思われるのである。

 これに対して，ソーンの研究は，既に述べたように，スタンレーのようにキリスト教

の立場から当時のミッションの活動を擁護するという問題意識ではなく，会衆派のミッ

ションを終始分析対象としながらも，それを通じて一般のイギリス人が七つの海を支配

する大英帝国の植民地とどのように出会っていたのかを明らかにしょうとするものであ

る。したがって，彼女の視点は基本的に当時のイギリスの国内の社会・政治的動向に向

かっていて，スタンレーのように，インドやアフリカのような海外の伝道地の状況を

まったく論じてはいない。しかし，これがかえって彼女の分析を刺激的で興味深いもの

にしている。というのも，これによって，ミッションという問題をキリスト教の伝道行

為という狭いコンテキストに閉じこめることなく，当時のイギリス大衆の世界イメージ

の構築にとっていかなる意味と役割をもっていたのかというさらに広い文脈で考えるこ

とを可能にしているからである。スタンレーの研究がインドや中国という植民地の文脈

を論じることで，逆に植民地の人々の眼差しではなく送り出し国側の視線を強く感じさ

せるのに対して，ソーンの研究はむしろ意識的に送り出し国側の眼差しにこだわること

によって，その眼差しを相対化し，解体する視点をもっている。つまり彼女は，キリス

ト教の海外ミッションを植民地と本国との関係や植民地内部の問題としてではなく，実

はイギリス国内の問題としても読み解くことができるという魅力的な分析視角を提供し
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ているのである。

 本稿では，こうしたソーンの問題意識に学びながら，送り出した側である当時のイギ

リス社会の内側から海外ミッションを論じてみたいと考えているが，その際，その焦点

の一つとしてこの時代の人々の海外への眼差しの変化ということにまず注目してみた

い。そこで，海外ミッションの隆盛に先駆けるかたちで行われたかにみえるキャプテ

ン・クックの航海と初期のミッショナリの活動を取り上げて，当時の人々の海外に向け

る眼差しについて少し論じてみたいと思う。

3キャプテン・タッグプロテスタンティズム，眼差し

 さて，近年，主にイギリス史の文脈のなかで，イギリスという国家と国民を所与のも

のとして受け取るのではなく，「イギリス人性（Britis㎞ess）」が18世紀以降の歴史的

過程のなかで形成されたものであるという議論が盛んになってきている。その中心的論

客であるL．コリーは，イギリス人性の意識が，長期にわたるフランスとの対抗関係の

なかで醸成されたことを指摘し，その意識の中心にフランスのカトリシズムと対置され

たイギリスのプロテスタンティズムの存在を強調した。コリーはこう書いている。「プ

ロテスタンティズムによって，人々は，歴史において自分たちが一定の位置を占め，価

値を有する存在であることを実感した。プロテスタンティズムによって，自分たちを誇

りにすることができ，同時に困難と危険に脅かされたときに，耐え抜く原動力を見いだ

したのである」（Colley 1992：53）。つまり，コリーは，プロテスタンティズムは人・々が

自分の存在の意味と目的を納得するための包括的な歴史観世界観を提供したのであ

り，またそうしたものとしてプロテスタンティズムが受容されたということを指摘して

いるわけである。コリーのこの議論でまず注目しなければならないのは，「イギリス人

性」の形成の核心にプロテスタンティズムという宗教を想定しているということであ

る。もとより，コリーの議論の背景には，B．アンダーソンの「想像された共同体」や

E．ボブズボームの「伝統の発明」といった国家やナショナリズムをめぐる近年の議論

が存在しているが，それとともに宗教史の再評価という新たな動きとも繋がっている。

プロテスタンティズムとナショナリズムの最近の研究動向とその問題点を整理したT．

クレイドンと1．マックブライドはこう書いている。「この数十年，歴史的行為者の信仰

についての研究はますます一般的となり，そのアプローチもますます多様になってきて

いる。そのため，こうした研究はこれまで閉じこめられてきた教会史というゲットーか

ら脱するようになってきている」（Claydon and McBridez 1998）。クレイドンらは，か

つての歴史解釈の有力なパラダイムであったホウィッグ的進歩史観の凋落とマルクス主

義の影響力の後退がこの時期の宗教史の再評価につながっているとしているが（ibid．：
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5－6），いずれにしても大英帝国の形成期において当時のイギリス人のもっていた自分

の国家や国民性への誇りや自負がプロテスタンティズムという宗教的世界観と密接に結

びついていたというコリーの指摘は重要である。つまり，愛国心という感情の支えとし

てプロテスタンティズムがもち出されているのであり，かかるものとしてのプロテスタ

ンティズムは決して神学的な範疇に納まることのできない社会・政治的な世界観であっ

たといえるのである。

 コリーの議論でもう一つ注目すべきことは，プロテスタンティズムを中核とするイギ

リス人という集合的アイデンティティをカトリックという「他者」に対する対抗的アイ

デンティティとして位置づけている点である。つまり，彼女の議論は，神に選ばれた特

別な国家という自意識の醸成がカトリックという「他者」の想定とセットになってお

り，これによって当時のイギリスにとっての「他者」という問題領域から，人々の間の

「帝国意識」の形成を論じることができるようになったのである。もとより，自分と

「他者」という二項的なアプローチそのものへの批判も存在するが，イギリスの世界的

な拡大という歴史的過程のなかでイギリス人を取り囲む「他者」がどのように変化し，

また他者たちを眺めるイギリス人の眼差しがどのように変化したのかという問題を考え

てみることは興味深いことである。この他者をめぐる眼差しという問題は，18世紀以

降のイギリス人たちがフランスはもとよりその他の世界とどのように出会っていたのか

という視点であり，既に述べたようにソーンがミッショナリを解釈した視点もその延長

線上にある。そして，この国外の他者に対する眼差しの形成において重要な役割を担っ

たのがキャプテン・クックの航海や初期のミッションたちの情報なのである。本稿で問

題にしている海外ミッションも，イギリス人の海外への眼差しというこの文脈で論じる

ことができるのである。ここでは，キャサリン・ウィルソンの興味深い論考（wilson

1998：265－290）とバーナード・スミスの労作（Smith 1988）に主に依拠しながら，この

問題に少し言及してみたい。

 ウィルソンの論考は，キャプテン・クックという人物の人気や，彼と初期プロテスタ

ントのミッションたちによる南の島々への航海記が幅広く読まれたことに注目し，それ

らがイギリスの国民的アイデンティティの中心として「島国人（The island race）」と

いう観念を権威づける上で重要な媒体になったことを明らかにしょうというものである

（ibid．：266）。ここでウィルソンが注目しているのは，いうまでもなく，実際のクック

という人物の実像やクックが発表した航海記の正確な理解ではなく，それらが一般の

人々の問でどのようにイメージ化されたのかという問題である。というのも，18世紀

当時のイギリスにおいて，クックを主人公とした演劇が上演されたり，彼の航海を主題

とした絵画が数多く発表されているからであり，彼の航海記にいたっては海賊版を含め

て数多くの類書が相次いで出版され，それらが版を重ねながら全国各地で最も人気のあ
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る読み物となったからである。P． J．マーシャルズ等によると，クックの第一航海の記

録を，別の人物の日誌とあわせて大幅に改曝した上で三巻本を編集して出版したホーク

スワースは，その出版によって「18世紀の水準としては破格の大枚6，000ポンドを手に

入れた」という（マーシャルズ／ウイリアムズ1989：90）。つまり，クックという名前

もその航海がもたらした様々な情報も商品として当時の人々の間に消費され，彼らの想

像力のなかで特定のイメージへと改変されていったわけである。

 クックの航海の特徴は科学的な調査をそれ以前の航海よりも重視したことである。最

初の航海を共にしたバンクスが航海に画家と科学者を伴うという方法を確立したといわ

れるように，航海で見聞した様々な事物が冷静に観察され，記録された（同上書：

405－406）。こうして，彼の航海は多数の新たな科学的データをもたらしたが，それと

ともに，太平洋の島々に暮らす人々の容姿や生活，またそこに自生している様々な植物

や動物についての報告は，海外に対する国民的な想像力を捉えることになったのであ

る。クックの航海の成功は，何よりもイギリス人の誇りと自尊心を著しく高めたとい

う。こうした感情は，その航海の指揮をとり，最後に悲劇的な死を遂げたクック像の理

想化というかたちでも表現された。ウィルソンによると，クックは「後に国民的なアイ

デンティティの中心的な特徴となった大胆不敵さとヒューマニズム」を兼ね備える比類

なき人物として賞賛され，「帝国建設という本質的に人道主義的で慈善的な企てと見ら

れるものを通じて，イギリスの帝国的権威とイギリス人の優越性を体現する人物として

理想化された」というのである（Wilson op．cit．：271－272）。

 クック像の理想化と並んで，彼の航海はイギリス人の海外への想像力に大きな影響を

与えた。当初はヨーロッパにこれまであった「高貴な野蛮人」というロマンティクなイ

メージが太平洋の人々に投影されることになった。確かに，クック自身の次のような言

葉は，そうしたイメージを喚起するのに十分だったように思う。「ニュー・ホランドの原

住民についてこれまで述べてきたことから，かれらは地上でもっとも悲惨な民族だと考

える人がいるかもしれない。しかし現実には，かれらはヨーロッパ人よりもずっと幸福

である。贅沢品はもとより，ヨーロッパ人なら誰でも欲しがる生活用品をみたこともな

く，その便利さを知らなくても，十分幸福に生きている」（マーシャルズ／ウイリアム

ズ1989：413）。しかし，ウィルソンによれば，この「自然的平等性，普遍的理性の存

在，そして自然状態における人間の生活の類似性に関する新古典主義的な見解」はあま

り長くは続かず，その後次第に彼らの人喰いの行為や人間の供儀が野蛮さや無知の象徴

として強調されるようになった（Wilson op．cit．：279－280）。例えば，クックなどの航

海記をふまえて書かれたといわれるある著作は，気候と人問の発展を関連させ，熱帯の

人々の「知性が劣る原因」として生活を容易にする恵まれた気候の存在を指摘している

（マーシャルズ／ウイリアムズ1989：416－417）。クックが紹介した太平洋の人々の生活
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は，人間が低い文明から高い文明へと段階的に進化するという観念を広めるために使わ

れるようになり，彼らは決してヨーロッパ人と同様な自然的理性の持ち主ではなく，

ヨーロッパの人々よりもはるかに遅れた低い文明の持ち主であるという評価が支配的に

なったのである（Wilson op．cit．：280）。しかも，旅行者や探検家の物語が，幻想的で

エキゾチックな好奇心に由来するものから，クックの航海のように天体観測や動植物の

博物学的な観察と収集といった科学的な報告へと変化していくにつれて，この人類の序

列化への傾向は，西欧の科学的世界観のなかで解釈され，意味を与えられることになっ

た（ibid．：268）。言い換えれば，南の島の人々の信仰や習俗が彼らの文脈から引き離さ

れて，当時の科学的世界観の文脈のなかに改めて埋め込まれ，不動の科学的真理という

眼差しから「遅れた人類」として実体化されたわけである。

 クックの三度の航海によってイギリス人の想像力にもたらされた，こうした進化主義

的でヒエラルヒー的な世界観は，本稿の主題である海外ミッションの隆盛の背景をなす

18世紀の半ば頃から影響力を持ち始めてくる福音主義的なプロテスタンティズムに

よって支えられ，強化されることになる。こうした人々にとって，南の島々の「他者」

は決して高貴な野蛮人でなく，一刻も早く救ってやらなければならない可哀想な無知な

野蛮人としてしか映っていなかった。後のLMSとなった伝道協会の指導；者でBritish

and Foreign Bible Societyの創設者の一人となったジョージ・バーダが1795年に伝道協

会で行った次のような説教の一節は，彼らのこうした認識を端的に示している。少し長

いが引用してみよう。

 クックやその他の高名な航海者たちの発見によって，われわれは，近年，恐らくアメリカ

自身に匹敵する新世界，つまり広大な太平洋に点在する，貧しい未開の異教徒たちが住んで

いる島々に目を開いたのである。その世界の状態に通じている人々は，その異教徒の部族た

ちが全般にぞっとするほどの未開な状態にあることをよく知っている。私は，特に南太平洋

の島々の住民たちについての見聞を知っている。彼らの習慣の中には野卑すぎて，キリスト

教徒の聴衆の前で並べ立てられないものもある…。

 無知が恐るべき程広がっているので，男たちが極度に邪悪なのは驚くに当たらないだろう。

全く酩酊しているものもいる。その他の者たちには好色が広がっている。盗みは，南海の島々

のほとんどどこでも行われている。残虐な復讐とむごたらしい殺人が頻繁に行われてい

る…。

 彼らの迷信もまた敬慶な魂に大きな影響を与えている。聖なる存在に対する彼らの考えは，

なんと奇妙でばかげていることか。…異教の儀式の中には忌まわしい欲望からできているも

のもあり，その他は野蛮な残酷さから成り立っている。神々自身が悪徳の模範であり保護者

なのだ。最もみだらで忌まわしい行為が，彼らの神が受け入れ彼らの魂にとって利益のある

聖なる行為という観念の下で行われている。既に見たように，南海の島々では人聞の犠牲が

依然として普通に行われている（Pailin 1984：281－284）。
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 ミッショナリにとって，自らの宗教と存在の優位は自明であり，南の島々にいる他者

は救済されるべき無知な異教徒としてしか映っていない。彼らが抱いていたこうした観

念の影響を当時の絵画や図像のなかで詳細に検討したのが，バーナード・スミスである。

スミスはこう書いている。「太平洋の伝道地への福音的キリスト教の侵入は，救われて

いない野蛮人を哀れないし嫌悪の対象として描く上で多大な貢献をした。この態度の結

果の一つが18世紀の芸術家たちが創造した野蛮人の絵画的イメージの大幅な変化だっ

た」（Smith op．cit．：317）。ミッショナりたちは，彼らが出会った様々な動植物や風景を

科学的目的をもって詳細に描こうという意図をほとんどもちあわせていなかった。にも

かかわらず，彼らにとって絵画的材料が重要だったのは，彼らの活動やその成果を視覚

的な手段を通じて公にすることが必要だったからである。そこで伝道協会は，クックな

どの航海記のなかで，現地の人々の習俗や信仰が描かれている図版を探し，それを模し

た版画を繰り返し印刷した。スミスによると，ウェバーの描いた『タヒチの人身供養』

はその時代の最も有名な図版だったという（ibid．：317－319）。伝道協会が出版した安価

な絵入りの伝道雑誌は，協会のメンバーや寄付者たちにミッショナリの活動をわかりや

すく伝えるためのものだが，その雑誌に掲載された，ウェバーの絵を原画とした木版画

版では，ウェバーの原画とは全く異なってタヒチの人々が描かれている。スミスは，

ウェバーの原画と伝道雑誌に載った木版画のものを並べてくれているが，後者の画像は

単に簡略化されているだけでなく，背景にあるドクロが強調され，彼らの習俗がいかに

野蛮であるかを印象づけるようになっている。スミスによると，伝道雑誌の挿し絵にみ

られるこうした傾向は，なにもこの種の雑誌だけに限定されたものではなく，一般向け

のクックの航海記にもはっきりと認められるという。そこに登場する原住民は，きまっ

て「しゃがみこみ，浅黒く，人格的な尊厳を全く欠く極端に感情的なタイプ」として描

かれている（ibid．：318）。従来の高貴な野蛮人が表象する素朴さは，19世紀の無知な野

蛮人においては「異教の宗教的暗黒」として表象されたわけである。換言すれば，クッ

クの科学的眼差しは，福音主義的なキリスト教によって大きく屈折し，そこに映し出さ

れた像は無知で野蛮な異教徒というステレオタイプに他ならなかったのである。

 さらに，彼らの魂の救済を可能にするのはキリスト教一般ではなく，プロテスタント

でなければならなかった。後に述べるように，伝道協会の創設のピークの背景には，フ

ランスのカトリシズムの没落という千年王国的待望があったことを想起すれば，当時の

ミッショナリの自意識は，神から特別に選ばれたプロテスタント国家イギリスこそが，

世界の頂点に君臨して，キリストの福音の恩恵を受けずに地獄に行くことが定められて

いる全世界の人々を救済しなければならないというものであったのである。まさに，福

音主義的な信念は，ウィルソンが指摘するように，「野蛮人の後進性を正当化するとと

もに，（神に選ばれた国家）としてのプロテスタント・イングランドが進歩と救済へと向
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かう道を示しつつ，『諸国家の教師』として果たさなければならない中心的な役割も正

当化した」わけである（Wilson op．cit．：285）。

 しかも，この価値観はミッショナリだけの孤立したものではなく，伝道協会が各地

で開催する伝道集会によって一般の人々の問に浸透し，さらに強化されることになっ

た。とりわけ，宣教師とともに訪英した現地の改宗者たちの登壇は集会に出席した人々

から熱烈に歓迎された。聴衆に対して語られる彼らの改宗物語はキリスト教の正しさを

証明する説得力のある方法だったのである（Thome op．cit．：65）。さらには，伝道集会

や伝道協会が出版するイラスト入りの安価な雑誌は，単に献金に応じるための手段では

なく，日常生活では触れることのできない遙か海の彼方の出来事を見聞することができ

たり，場合によっては自分と全く肌の色の違う人々を直接に見る機会を提供したという

点で，当時の大衆的な娯楽という性格も合わせてもっていたといえよう。しかし，それ

以上に注目すべきことは，伝道集会，日曜学校，出版物などによって幅広い階層と年齢

層の人々の心のなかに繰り返し刷り込まれる共通の観念の存在である。それは，イギリ

ス人こそ神によってプロテスタンティズムを全世界に布教する使命を託された国民であ

るという観念であり，その聖なる使命の下に，人々は一つの共同体を想像することがで

きたのである（ibid．：157）。そして，大英帝国のさらなる発展は，この観念の正当性を

保証し強化するとともに，イギリス人とその国家の本来的な優越性を語る言説へと純化

してゆくのである。J．ウォルフィーは，後期ヴィクトリア時代において，政治家も教会

人も福音と文明を普及することが神からイギリスに託された使命であるという観念を幅

広く共有していたとして，ヴィクトリア女王即位50周年に影響力ある福音主義的雑誌

『チャーチマン』に発表されたある論説を紹介している。

 帝国の急速な成長が宣教師の努力を伴っているということは決して偶然ではない。そして

もしこの見解が正しければ，われわれは神からの賜物としてわれわれの帝国を保持している

ことになるばかりでなく，われわれ自身の何ら功績によるのではなく，諸国家の問で神の栄

光を広めるための手段として神が喜んでわれわれを選択したという理由から，帝国がわれわ

れに授与されることになるということである。このためにこそ，摂理は時を経ていろいろな

要素を備えたわれわれの人種を育んだのであり，進取の気性，交易への愛情，国民的一貫性，

統治能力，宗教的情熱をわれわれに授けたのである（Wolf飴1994：222）。

 以上みてきたように，ミッショナリの眼差しは，その確固たるキリスト教信仰に裏打

ちされて，海外にいる異教徒たちを自分たちよりも劣った無知で哀れな救済対象として

措定した。彼らの眼差しだけが当時の人々の海外への眼差しを規定したわけではもちろ

んないわけだが，その影響力は19世紀のイギリス社会の主要な教育機関であった日曜

学校の授業やその教材，さらには彼らが著した旅行記や伝道雑誌によって，中産階級の
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人々や上層の労働者階級などに幅広く及んだのである。次に，彼らミッショナりたちを

組織し送り出した伝道協会の成立と展開についてみてみよう。

4伝道協会の成立と展開

 筆者はこれまで海外ミッションという言葉で海外の伝道活動を一括して表現してきた

が，実際にはイギリスにおけるプロテスタントのミッションは各教派ごとに行われてお

り，教派ごとに実に様々な海外伝道協会が設立されている。イングランドに限定して，

その設立年代の古いものから主なものを少し列挙してみよう。まず，18世紀以前の勅

許による伝統的伝道協会としては以下のものがある。Corporation fbr the Propagation

of the Gospel in New England（1649）， The Society for Promoting Christian

Knowledge（SPCK，1698）， The Society fbr Propagation of the Gospel in Foreign

Parts（SPG，1701）。しかし，これらの協会は18世紀末以降の本格的な伝道協会とは区

別すべきだろう。というのも，SPGのように，19世紀後半になって大きくその性格を

変化させるものもあるものの，SPCKの主な目的がもともとは植民地に国教会の牧師

を供給することで，そこに住んでいるイギリス人たちの宗教的世話を行うことであった

ように，これらの協会が国内の延長としての海外植民地のイギリス人の宗教的世話とい

う域を出ていなかったからである。18世紀末から19世紀前期にかけて，その後の海外

ミッションを牽引する伝道協会が相次いで創設されている。バプティスト派のThe

Baptist Missionary Society（BMS，1792）の設立を皮切りに，会衆派（初期は超教派）

のThe London Missionary Society（LMS，1795），さらに，その一年後にはスコット

ランドのエディンバラ，グラスゴーでも伝道協会がそれぞれ結成されている。そして，

これに国教会の福音派のThe Society fbr Missions to Afhca and the East（1799）

（1812年以降はThe Church Missionary Society（CMS）と呼ばれる）が続く。ウェス

レーの片腕だったトーマス・コークによって海外伝道にかなり早くから積極的であった

メソディスト派は，組織全体としては少し遅れてThe Wesleyan Methodist Missionary

Society（WMMS，1818）を設立する。また，これら以外にも，1816年にジェネラル・

バプティスト，さらに30年代，40年代にもメソディスト諸派が次’々に伝道協会を結成

している。19世紀の後半に入って，従来あまり海外伝道に熱心ではなかった国教会の

アングロ・カトリック派によってThe Universities’Mission to Central Affica（UMCA，

1857）が設立され，さらにハドソン・テイラーによるThe China Inland Mission（CIM，

1865）が超教派的に結成されるのである。

 このように，かなりの数にのぼるこれらの伝道協会を設立年代順に大ざっぱに並べて

みると，18世紀末から19世紀初頭に設立のピークがあることがわかる。その動きは，
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最初は非国教徒たちから始まって次第に国教会の福音派にも及んで最高潮に達し，19

世紀後半になって保守的な国教会のアングロ・カトリック派までも巻き込んで一段落す

るという経過をたどっている。しかし，注意しなければならないのは，伝道協会結成の

ピークは実際の伝道活動そのものの隆盛とは重ならないということである。そもそも，

19世紀の初頭において政府も国教会も社会秩序を乱すという理由でミッションの活動

に懐疑的であり，そのため国教会系のCMSの場合は当初自前で宣教師を派遣すること

ができずに，ドイツのミッションに依存せざるをえなカ・つた（Elbo㎜e 1993：

247－259）。現実に海外伝道が徐々に軌道に乗り出すのは1830年代からであり，しかも

40年代後半から再び停滞し，それが本格化するのは50年代の後半以降といわれている

（Williams， P 1994：396）。しかし，それにしても，なぜ1790年代に伝道協会の結成ラッ

シュがあったのだろうか。いくつかの原因が指摘されているが，この時期に生じた海外

への想像力の拡大をまず挙げなければならない。これは，イギリスの経済的，軍事的伸

張という意味ではない。18世紀後半のイギリスは一方で東インド会社を介してのイン

ド支配を着実に進めていたが，他方でアメリカ植民地を失うという大きな痛手を被って

いる。むしろ，ここでいう海外への想像力の拡大とは，既に詳述したように，キャプテ

ン・クックの航海によって，これまでほとんど知られていなかった太平洋の島々の人々

や動植物の多大な情報が人々の間に届くようになったことを意味している。実際，

BMS最初のミッショナリであるウィリアム・ケアリーは，「クックの航海を読むことで，

私はミッションについて考えるようになった」と述べている（Stanley op．cit．：58）。

 これに対して，スタンレーはイギリスの経済的・軍事的拡大と伝道協会の設立ラッ

シュとの直接的な関係を否定しつつ，その原因をクックの航海といった外的な要因より

も，キリスト教の神学的変化に求めるべきだとしている（ibid．：59）。彼のいう神学的

変化とは，いうまでもなく18世紀前半から徐々に明らかになってくる福音主義的な覚

醒である。この宗教的覚醒がメソディズムを誕生させるとともに，国教会の一部や非国

教徒集団を巻き込んでイギリスの宗教界に大きな影響を与えることになる。この福音主

義が標榜する「キリストの贈罪への信仰を通じての救済」という直裁なスローガンが，

国の内外を問わずに，福音主義者たちの心のなかにいまだ救済されていない魂を救済し

たいという激しい情熱を植えつけたことは明らかであり，クックの航海のインパクトは

この情熱が向けられるべき対象の発見という意味をもつものであったと解釈することも

できよう。

 もう一つの要因として指摘されるのが，非国教徒たちの問で急速に膨らんだ千年王国

到来への期待である3）。これは，イギリスの宿命的ライバルであるフランスで革命が起

こったことに由来している。フランス革：命の勃発によってフランスのカトリック教会も

アンシャン・レジームの一角として激しく攻撃されたが，非国教徒たちはこの出来事を
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黙示録の予言に示されたアンチ・キリストたるローマ教皇の滅亡の兆しと解釈して，千

年王国到来が間近であると期待したのである。M．ワッツは，初期の海外伝道の中心人

物であったケアリもコークも，こうした感情を共有していたことを指摘しているが

（Watts 1995：6－8），いずれにしても，非国教子たちは，聖書的世界観に基づきながら，

世紀末という世紀転換期にフランス国王の殺害という未曾有の大事件に触発されて，全

く新しい社会の到来を読み込もうとしたのであり，その延長線上に福音の全世界への普

及が夢想されたとしても不思議ではない。

 しかし，キリスト教を知らない異教徒たちに信仰を教え，全世界に福音を伝えるとい

う機運の高まりは，当初は非国教徒や国教会の福音主義者たちの間に留まっていたにす

ぎない。この傾向は，例えば，1800年から1900年にかけてのCMSの新任宣教師とそ

の候補者の人数の推移からも窺うことができる（Stanley op．cit．：80）。その人数：は1850

年代を境にして大きく変化しており，50年以前とそれ以降の新任宣教師の人数を単純

に累計して比較しても，前者は後者の20％ほどにすぎない。また，50年代以降も細か

く見れば，70年代から90年代にかけて増加が目立っており，なかでも90年代は女性の

大幅な参入によって飛躍的に拡大していることがわかる。したがって，先にも述べたよ

うに，伝道協会の結成ラッシュと海外伝道の本格化とは区別すべきであり，50年代以

降のイギリス社会の変化のなかにこそ，海外ミッションを突き動かすおおきな要因が隠

されているとみるべきだろう。その変化とは何だろうか。とりあえず非常に大きくいえ

ば，1851年のロンドン水晶宮で開催された第一回万国博覧会に象徴されるイギリスの

空前の繁栄の到来に他ならない。フランス革命の影響や産業革命の進展に伴う労働者階

級の政治的自己主張を押さえ込んだイギリスの支配層は，自由貿易の名の下に着々とそ

の経済的利権を海外の諸地域に確保し，そこから生じる膨大な利益をイギリス国内に還

流させたのである。そして，この巨額の富の一部が中産階級の良心の表現としての献金

を介して各伝道協会の活動を財政的に支えたのである。国内の平和と経済的安定が人々

にイギリス人としての誇りと海外に目を向ける余裕を与えたわけである。しかも，スエ

ズ運河の開通や海底電信網の拡大に象徴される海外植民地と本国をつなぐ通信交通網の

発達も，イギリス人たちに海外の存在を身近なものとし，ミッショナりたちが任地に赴

く負担を著しく軽減したのである。

 しかし，ミッションを取り巻くこれらインフラ的基盤の整備はミッションの活性化の

必要条件であったとしても，それだけでは十分とはいえないことは明らかである。つま

り，宗教の領域においても，ミッションの活性化を促す諸条件が用意されていたはずな

のである。その条件としてまず考えられるのが，国内のおける宗教的リヴァイヴァリズ

ムの聞欠的な発生である。このリヴァイヴァリズムは，19世紀前半のようにメソディ

スト諸派を中心とした国内のりヴァイヴァリストたちによって内発的に生じたものでは
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ないく，アメリカからやって来たプロフェショナルなりヴァイヴァリストたちの活動に

よって引き起こされたものである。40年代から60年代にかけてJ．コイ，C．フィニーが，

70年代から80年代にかけてはD．ムーディーと1．サンキーが相次いで訪英し，各地で伝

道集会を開催し，大成功を収めたのである（Carwardine 1978）。この間欠的に生じる

宗教的な熱狂が海外ミッションを間接的にせよ下支えしたことは十分に予想されるので

ある。

 また，50年代はローマ・カトリック側のイギリス教区復活宣言を受けて，国内で反カ

トリック感情が非常に強くなる時期であり，カトリックに対する伝統的な敵対意識が積

極的な海外ミッションへの動機を形作ったとみることができる。この反カトリック感情

は，既に前節で指摘したように16世紀以降の排外感情に常に通底する基調低音であり，

18世紀末の非国教徒たちの問で一・時的に盛り上がった千年王国到来への期待も，フラ

ンスのカトリックの苦境と裏腹だったのである。プロテスタント国家イギリスという自

意識の高まりは，そのまま海外の伝道地でのカトリックとの競争意識に拍車をかけ，

「より多くのミッショナリを」いう感情を喚起するわけである。

 しかし，これらの条件に加えて，さらに，もう一つの社会学的条件が介在している。

それは，国内の宗教的市場の飽和化である。そもそも，18世紀後半から19世紀前半の

宗教状況は，メソディズムを中心とした信仰復興運動の影響が旧非国教徒と国教会内部

の低教会派に拡大し，両者は福音宣教を中心とした新たな集団として再活性化したと特

徴づけられる。この状況は，新規顧客の獲得を考えずにただ固定的な教区民の宗教的世

話だけを行ってきた国教会体制を大きく動揺させ，各教団が競い合って信者の獲得に乗

り出すという，いわば宗教市場における宗教集団間の自由競争が始まったことを意味し

ていたのである。しかし，1850年代前後に，宗教市場をリードしてきた福音主義的非

国教徒集団の成長が停滞し始める（Gilbert 1976：145）。19世紀の初頭から右肩上がり

に順調に信徒を増やしてきたメソディスト派，会衆派，バプティスト派の主な非国教徒

集団のいずれもが，この時期あたりから横這いないし減少といったカーブを示すように

なってきているのである（ibid．：39）。国内の宗教市場の飽和状態は，競合する教団に

必然的に海外市場の開拓と新たな国内市場の開拓を要請する。つまり，国内的にはホー

ムミッションという形で福音から見放された労働者階級への伝道を，海外では異教徒に

対する伝道が追求されることになるのである。いずれにしても，この時期のイギリス政

府の自由貿易の提唱は，宗教的に見れば，アフリカや中国などの新たな宗教市場の開拓

と市場解放の要求でもあり，その潜在的に巨大な可能性を秘めている宗教市場の出現

は，国内の宗教市場の停滞に悩んでいた各教派の熱い眼差しを海外に向けさせた一つの

要因であったのである。また，既に指摘したリヴァイヴァリズムも，この停滞状況を打

破するためのカンフル剤であったとも解釈できるように思われる。
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 しかし，これまで述べてきた諸条件が一体となって実際に海外ミッションの情熱と

なって結実するためには，さらに引き金となる要因が必要だったように思われる。その

存在によって，宗教的情熱は海の向こうにいる異教徒たちの改宗という行動へと方向づ

けられのである。その引き金要因とは，既に指摘したプロテスタンティズムとナショナ

リズムとの接合を基盤とした，国家的プライドの昂揚やその威信への辱めに対する憤激

といったショービニスティックな感情だったように思われる。1856年におけるLMSの

英雄リヴィングストーンの凱旋的な帰国は，アフリカ大陸を横断した最初のヨーロッパ

人としての名声とともに，イギリスじゅうを熱狂させた。彼の著作『アフリカにおける

伝道旅行と調査』は大ベストセラーとなり，7万部が売れたという（Thorne op．cit，：

89）。その集会には，ロンドンじゅうのどの施設を探しても収容できないほどの人々が

殺到したという。まさに，リヴィングストーンの活躍はイギリス人としてのプライドを

大いに刺激するものであり，一般の人々の間にすら，海外伝道に対する想像力をかきた

てたといえるのである。これとは反対に，ほぼ同じ頃にインドで起こった大反乱はイギ

リス人のプライドを著しく傷つけた。多数のミッショナリとその家族も殺されたこの事

件は，イギリス政府のインド統治に大きな影響を与えるとともに，ミッショナリの間に

も大きな波紋をよんだ。彼らは，これらの殺害と屈辱は，インドの改宗にもっと勤勉に

取り組もうとしないイギリス政府に対して与えられた神の怒りの表現であると信じ，キ

リスト教的政策だけがインドを救うと人々に訴えた。T．トーマスによれば，19世紀の

後半において，「インドは神によってイギリスに与えられており，それゆえインドの改

宗を行うことがイギリス人の義務である」という見解こそ，多くのクリスチャンの支配

的な見解だったという（Thomas 1997：124）。さらに，世紀末のボーア戦争に対する多

くの非国教徒の指導者たちの熱狂的な支持には，国家と神の意志を同一視する傾向がさ

らに強まっていることが窺われる。当時のメソディスト派の指導者H．P．ヒューズは，

ボーア人と緊張が高まるなか，奴隷制度と酒の取引を奨励するボーア人を非難し，大英

帝国を「全体として弱く従属的な人々の利益になる摂理的制度」と表現している（KOSS

1975：113）。このように，戦争や反乱にとくに象徴されるようなイギリスの国家として

の威信の発揚と強く結びついた局面において，状況を道徳的に改善するためにキリスト

教の必要性が熱烈に叫ばれ，このキリスト教と一体化した愛国主義的情念がさらなる

ミッショナリ派遣の引き金を引いたように思われるのである。

5伝道協会の性格とその支持基盤

 さて，ここまでは，伝道協会の歴史的な展開とそれを支えた社会的背景を中心にして

概括的な整理を試みてきたが，次に伝道協会自体の性格を論じることを通じて，それを
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国内で支えていた人々と，彼らによって宣教師に採用された人々，といういわば雇用

者，非雇用者の双方の側にいた人々について考えてみたいと思う。

 18世紀末以降の新たな伝道協会は一つの共通の特徴をもっていた。それらは，これ

までのように国王の勅許と財政的支援を受けて活動するいわば国家の出先機関ではな

く，財政的には信徒や一般の人々の献金によって支えられ，人的資源も自発的な志願者

によって賄われるというヴォランタリーな基盤によっていたということである。もちろ

ん，教派によって，このヴォランタリズムの程度には濃淡があり，最も保守的な国教会

のSPGと非国教徒系のLMSやBMSとではヴォランタリズムのもつ意味が異なって

いる。植民地社会において現地の主教の下で国の教会として行動するSPGと一貫して

国家からの干渉を退けてきた非国教徒の伝道協会ではその出自からして相違が生じるの

は当然なのである。また，同じ国教会でも，福音主義的なCMSはSPGと性格が異

なっており，前者は本国の伝道組織が強力に植民地組織を統轄するメソディズム系の組

織形態に近かった。しかし，全体として伝道協会の性格を考えた場合には，献金を介し

てミッションの活動と一般の人々の意志が結びつくという意味で，このヴォランタリズ

ムという組織原理は重要なのである。そして，人々の自発的な献金こそ，特に非国教徒

たちの伝道協会の盛衰を支える鍵であったのである。例えば，19世紀半ばのメソディ

スト派の伝道協会の規則を覗いてみると，献金の多寡とその取り扱いがいかに重要で

あったのかがある程度理解できる（Grindrod 1848：198－199）。その規則の第3項には，

「毎年1ギニー以上申し込んだり，10ポンド以上寄付をした後援者はこの協会のメン

バーとなり，年次報告を取得する権利がある」とされ，また第8項には「伝道協会のた

めに一週間に1シリング以上，月に5回目ング以上の寄付を募ったものは協会のメン

バーであり，年次報告と宣教師の活動報告を記した雑誌を受け取ることができる」とし

ている。さらに，その規則では，この献金が集権的な組織システムに基づいて，効率的

に中央の伝道協会の本部に集められる仕組みになっていることがわかる。例えば，第5

項では「あらゆるレベルで集められた金銭は地区のAuxiliary Societyの会計係に送付

され，会計係は当該組織で必要な金銭を除いてそれらをロンドンの本部に送付する」と

規定されている。また，第6項では，「各地域の組織の秘書は地区の組織の秘書に，毎

年アルファベット順で前年の献金者の名前とその額を書いたりストを作成して送る。そ

して，その中でどの部分が当該組織のために使われたのかを記す。地区の秘書は，全体

の額，当該組織に使われた額，送付された額をそれぞれ書いたりストを作成して本部に

送付する」と定めている。しかも，メソディスト派の伝道協会は，あらゆる機会に人々

から献金を集めるために，Auxiliary Methodist Missionary Society；Branch Methodist

Missionary societies， Lady’s Branch Associations， Juvenile Branch Associationな

ど，いろいろな年齢層，組織単位に応じて数多くの下位組織を作っているのである。
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 本国の伝道協会と伝道拠点に派遣されたミッショナリとの関係は，伝道協会の性格に

よってやや異なるが，一般に非常に密接なものだったといってよい。本部はミッショナ

リの言動をできる限り監督するために細かい指示を出しており，ミッショナりたちも本

国への報告を義務づけられていた4）。また，ヒンクリフによると，伝道協会側の責任者

は宣教師よりも教育程度も社会階層も高い場合が多かったので，宣教師たちが独立心に

あふれた人物であっても，中央の組織の意向に従ってしまうことが多かったという

（Hinchliff 1986：39）。しかし，本国の組織に依存する傾向にあった原因として階級以

上に重要な要素は，金銭はもとより，聖書，機械，衣服，教会の鐘など伝道に必要な

様々な備品を中央組織に依存していたということである。しかも，伝道地の拡大と宣教

師の増大は本国の伝道協会の機構の複雑化と肥大化を招いたのである。ヴォランタリズ

ムに支えられている伝道協会の主要な収入源である献金額を増やすために小冊子などの

発行といった宣伝活動は不可欠であり，そのための編集や出版の作業なども必要となっ

た。結果として海外伝道活動は多くのスタッフと資金を必要とする一大事業に成長する

ことになり，財源の確保がますます重要な問題となったのである。そして，LMSのよ

うな非国教徒たちの伝道協会の財政的な基盤を支えていたのが，新興の産業資本家層で

ある裕福な中産階級に属する人々である。彼らの行う多額の献金や寄付が伝道協会の大

きな資金源だったのである。例えば，ウェスト・ヨークシャの繊維産業で財をなしたフ

ラシス・クロスリは，LMSに20，000ポンド，スコットランドのダンディのマリー・アン

は15，000ポンド以上の寄付をしている。さらにロバート・アーシィントンの寄贈した額

は破格で，1905年になんと350，000ポンドをLMSに寄付しているのである（Thorne

op．cit．：78）。もとより，会衆派やバプティストなどの非国教徒集団の社会階層は職人層

などの熟練労働者や下層中産階級など多様な階層を含んでいたが，海外ミッションへの

多額の献金はこれらの集団内での裕福な中産階級の発言権を増すことで，非国教徒集団

のミッションを中産階級的色彩の濃いものとしたのである（ibid．：62）。もちろん，こ

れだけがミッションの資金源となったわけではない。伝道協会は幅広い人々から献金を

募るために，メソディスト派の伝道協会の規則が示すように，各地にミッションを後援

する下部組織を作るとともに，伝道集会を開催して出席者たちに献金を求めた。そこで

は，休暇で帰国した宣教師たちが壇上に立ち，任地での活動を報告して献金を要請し

た。ミッショナリの英雄リヴィングストーンが帰国したときには，女王を含めて多くの

著名人が彼を招いて講演を依頼したというが，彼ほどでないにしても，伝道集会が開か

れる地元出身のミッショナリが出席する会合には地元の教会の関係者や有力者が数多く

集まり，活発な献金活動がおこなわれたのである。

 しかし，ソーンは，伝道事業を支える集金の有力なルートとして日曜学校の存在を指

摘している。1907年までにLMSの収入のうちのおよそ15％が日曜学校からのもので
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あったといわれている（ibid．：126）。とりわけ興味深いのは，この日曜学校からの献金

のうち，日曜学校に通ってくる労働者階級の子どもたちのなけなしの少額の献金が重要

であったという指摘である。ソーンによると，子どもたちは日曜学校が催す伝道事業の

ための献金の呼びかけに敏感に反応し，自分たちが稼いだわずかなお金を喜んで献金箱

のなかに投じたという。また，子どもたちは日曜学校の集会で異教徒の信仰の内容やそ

の実践を述べる催し物に参加したし，子どもたちの集会で配布されるプログラムには，

伝道地における現地の人々のエキゾチックな姿を描いたステレオタイプ化されたイラス

トが載っていたという。冒頭に紹介した『炎のランナー』の集会場面のように，伝道協

会は労働者階級に人気のあった賛美歌の歌唱やコーラスを積極的に活用した（ibid．：

127）。LMSを対象としたソーンの分析がどれほど一般化できるかは慎重である必要が

あるが，伝道事業に終始一貫して熱心であった非国教徒集団の支持基盤を考えれば，伝

道事業が，新興の中産階級を中核にしながらも労働者階級を含めたかなり幅広い層を巻

き込んだ国民的な事業だったことは間違いないだろう。

6宣教師の社会階層とジェンダー

6．1宣教師たちの社会層と動機

 次に，伝道協会に雇われて本国から遙か離れた任地で活動したミッショナりたちとは

どのような人物だったのかを検討してみよう。G．A．オディは，現存しているLMSの

記録から1850年から1900年にかけてインドにLMSのミッショナリとして赴任した人々

の社会的背景，教育程度，その動機について分析を試みている（Oddie 1974：61－74）。

また同様に，C．P．ウイリアムズは， LMSばかりでなく，国教会のCMS，メソディス

ト派のWMMS，さらにCIMという四つの伝道協会の同時期の記録から，当時のミッ

ショナリの社会階層やその動機を明らかにしょうと努めている（Williams， C．P．1980：

301－315）。以下，彼らの分析に基づいて，この時期のミッショナリがいかなる人・々で

あり，どのような動機でミッションに身を投じたのかを明らかにすることで，イギリス

社会の内側から海外ミッションの意味を考えてみよう。

 まず，オディによると，1845年から1888年にかけてLMSは106名のインドで活動す

るミッショナリを選任しているが，このうち71名の選考書類が利用可能であるという。

19世紀初期のこの伝道協会のミッショナりたちの出身階層は労働者階級が多かったと

いわれているが，この世紀の後半では，この傾向に変化が見られる。分析に利用できる

64名の候補者のうち，8名が学生で，残りの56名のうちのほぼ4分の1が馬具職人，

印刷業者，家具職人などの熟練労働者層に属している。これより少し高い割合を占めて

いるのが，会社の事務員，衣服などの小規模ビジネスなどに携わる下層中産階級に位置
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する社会層の人々である。そして，職業がわかる残りの人々のほぼ3分野1にあたる

人々が牧師，薬剤師，教師などの専門職に属していたという。つまり，彼らの社会階層

は初期の頃に比べてやや上昇し，下層中産階級の人々もかなり参入してきていることが

わかる。彼らの教育程度をみてみると，71名の候補者のおよそ27％にあたる19名が大

学の学位をもっており，そのうち，2人は博：士の学位を取得している。しかし，オディ

によると，これは，同じ時期のインドのミッショナリのうち，メソディスト派よりも教

育程度が高いものの，CMSやプレスビテリアンのミッショナリに比較するとかなり低

いという （Oddie op．cit．：63）。

 LMS以外の他の伝道協会も検討しているウイリアムズも，ミッショナリの社会階層

が下層中産階級と労働者階級の熟練工層に多いことを指摘している。その際，彼はR．

ニールの「中間的階級（middling class）」という概念を使って，彼らの社会階層を一

括して「中間的階級」として捉え，そこから自分の論点を展開しようとしている。彼に

よると，その階級は「中産階級（middle class）でも労働者階級でもない階級だが，社

会が自分たちの当然受けるべきステイタスと特権を奪ったと感じており，そのためにラ

ディカルな社会変動によってその変更を求めようとする人々からなっている」という。

しかし，この概念を使うことで，ウイリアムズはこの階層に属する人々が既存の社会秩

序に挑戦する人々であったことを論証しようしているのではない。むしろ，彼は，宣教

師になった人々がその仕事を媒介として中産階級的な体制と価値を受け入れることで，

自分たちの欲求を実現する人々であったことを明らかにしょうとするのである

（Williams op．cit．：301－302）。

 次に，彼らがミッショナリに応募した動機についてみてみよう。彼らはどのような理

由でミッショナリになることを望んだのだろうか。オディは，その動機を（1）環境的

な要因，（2）知的な考慮や自覚的な理由，という二つに便宜的に区別している。環境

的な要因としては，友人や親族の影響が最も重要である。冒頭で紹介した「炎のラン

ナー』のエリックのように，自分の祖父や父親が宣教師であったり，親族にそうした人

がいたことを応募理由に挙げる人々がいる。また，中国伝道に携わる宣教師の話に触発

されたというある応募者のように，伝道集会や説教がミッショナリへの関心を喚起した

ということもある。リビングストーンの著作や伝道雑誌のように，伝道協会の出版した

印刷物も彼らに大きな影響を与えた。

 しかし，これらの外的な要因からではなく，いわば召命のように宣教師となることを

選択した人々も数多くいた。先の分類では第二番目のものである。まず，彼らの宗教体

験が挙げられる。それは自らの神によって救済されたことに対する感謝から発する福音

を知らない他の人々に対する熱烈な救済感情であるという。この感謝の感情は，また神

の栄光とその命令に従おうとする思いとなって表出する。イエスが命じる世界への福音
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の宣教が自分に向けられていると理解され，異教徒のなかへと向かうことが決断される

のである。しかも，彼らの召命意識が，国内ではなく海外の異教徒に対する伝道へと向

かったのは，他の宗教に対するキリスト教の優越意識が大きく働いていたという。異教

の土地を覆っている「猛烈な暗黒」と宣教師たちが抱く「光と知識」という対照が19

世紀の後半になっても彼らの意識に強くイメージされており，「可哀想な異教徒たち」

に対して，ミッショナリは宗教的にも物質的に恩恵を与えることができるという確信が

表されている（Oddie op．cit．：67）。さらに，この優i越感を前提にした異教徒に対する

哀れみの感情は，キリスト教の福音を信じないで死んだ異教徒たちは地獄にゆくという

神学的観念を背景にもっていた。この観念は19世紀の初期のミッショナリの思いのな

かに広く見出されるものであるが，それはこの時代にも継続しており，それが福音宣教

の緊急性と地獄に行くことを運命づけられた異教徒たちへの哀れみの感情となってい

た。異教徒たちが「救い主の知識」を知らないばかりに死後の滅びに運命づけられてい

るとすれば，彼らに福音を伝えることは一刻の猶予もできない緊急の要請ということに

なるわけである。ただ，この観念は19世紀の末になるとかなり弱まり，それに代わっ

て物心両面にわたる彼らの現在の状態に対する関心が高まってくるようになったとい

う。

 以上がミッショナリ候補者たちの「公式的な」動機の分析ということになる。しか

し，オディは，この公式的な動機の背後に存在するなかば無意識な動機についても言及

している。当時のLMSはミッショナリに対して無償の教育を提供していたが，彼らの

なかにはこの恩典に与るためにミッショナリに応募する者もいた。また，自らの決まり

切った日常生活からの脱出や，彼らがミッショナリの読み物から想像した冒険と特異な

経験へのあこがれも，彼らの動機を形作っていた。さらに，労働者階級出身の人々が抱

くミッショナリという地位がもつ特権やステイタスへの願望も指摘されている。インド

の植民地において，国内では同等の扱いを受けることなど考えられない人々と同じよう

に扱われる快感や，広い住まい，たくさんの召使い，休暇など，ミッショナリになるこ

とで満たされる「世俗的な欲求」の充足も，どれほど自覚していたかは別として存在し

ていたことは容易に想像できよう（ibid．：70－71）。

 ウイリアムズは，ミッショナリとなった動機として，まず経済的なメリットを挙げて

いる。つまり，宣教師としての給料を目当てにして，その職業に就こうとしたというわ

けである。しかも，経済的メリットは，給料だけでなく，ミッショナリとして働けなく

なった際の年金等の福利厚生的な保証という側面を含んでいる。この経済的な利害とい

う動機は無視できないものの，ウイリアムズはこれが決定的な動機ではなかったと考え

る（Williams， C．P op．cit．：302－303）。とすると，どのような動機iが重要なのだろうか。

彼は，宣教師となるために必要な按手とそのための教育の提供の重要性を指摘してい

76



山中 海外ミッションの展開と大英帝国

る。つまり，既にオディが指摘した教育上のメリットと，宣教師という形であれ，牧師

としての地位こそが非常に重要な動機となっていたとするのである。このことは，ヴィ

クトリア時代の牧師たちの地位が支配層の一角を構成しており，とりわけ国教会の場合

にはある程度の家柄や有力者とのコネクションが必要だったことを考えあわせればそれ

なりに納得がゆく話だろう。ミッショナリという地位はこのステイタスを得るためのあ

る種のバイパスであったわけである。しかも，ウイリアムズによれば，宣教師となるた

めの数年問の教育過程は，牧師階級にふさわしい支配階級のエートスを自らの血肉化す

るための期間でもあった。このことは，恐らく国教会と非国教徒の伝道協会ではやや違

いがあるように思われるが，その教育はそれぞれの任地で必要な専門的な知識や技術の

伝達ではなく，植民地の支配層の仲間入りにふさわしいエートスを身につけるもので

あったのである（ibid．：309）。もとより，このある種の付け焼き刃的な教育が必ずしも

支配層にふさわしい教養と身だしなみを備えたミッショナリを生み出したわけではな

く，「ミッショナりたちは時折『十分に教養を身につけたまったくのジェントルマンで

は必ずしもない』と嘲りをうけた」という（ibid．：310）。しかも，19世紀の末になって

くると，必ずしも牧師として按手されていない人々が，医療に代表される技術を生かし

てミッションの領域に進出してくるようになったり，牧師の地位を重視しない伝道協会

が積極的な活動したりするなかで，牧師というステイタスがある程度相対化されるよう

になる。しかし，こうした状況の変化のなかでも，牧師という地位を獲得した中間階級

出身の宣教師たちは，俗人の仲間よりもそれぞれの赴任地で大きな発言権をもち得たの

である。19世紀後半の宣教師たちの社会層の中心をなしていた中間階級の人々は，宣

教師という準エリートの地位を獲得することによって，自分たちの上昇欲求を満たして

いたと思われるのである。

6．2 ミッションとジェンダー

 最後に，初期においては男性宣教師の妻として夫を支え，19世紀末には自らも宣教

師となって伝道地で活躍した女性宣教師について言及しておかなければならない。J．マ

レーによると，これまでミッションのなかでの女性の役割はほとんど十分に検討されて

こなかったという（Murray 2000：66－67）5）。しかし，これは女性が伝道活動のなかで

あまり重要な役割を演じなかったことを意味するわけではない。任地において，男性の

宣教師を支え，さらに模範的なキリスト教的家庭生活を演じてみせ，現地の人々の教育

や生活の世話をおこなったのは女性に他ならなかった。もちろん，ここで「男性を支

え」と書いたのは，女性の役割がそうであるべきだということではない。むしろ，それ

を余儀なくされたのである。というのも，例えばCMSの場合，伝道協会の早期結婚の

方針から，19世紀の半ばまでに任地に赴任した女性は数年で同僚のミッショナリと結
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婚する場合が多かったからである。ところが，この傾向は次第に変化し，独身女性の割

合が大きくなってゆく。1869年から86年にかけて33名の女性のミッショナリのうち，

わずか7名が既婚者であり，しかもそのうち，到着してから2年以内に結婚したものは

3名にすぎなかった（ibid．：79）。19世紀末にはこの傾向はさらに強まり，1899年に存

在したCMSの1，134名のミッショナリのうち，女性は半分よりもわずかに多い53％で，

そのうちほぼ46％に相当する281名が未婚の女性であったという（ibid．：89）。

 この独身女性の伝道事業への参入は，既婚，未婚を問わず女性たちの参入の絶対数の

増加と関係している。これは，伝道方針の変化とともに，19世紀後半のミッショナリ

の代表的人物であったハドソン・テーラーの影響によって，社会階層の高い女性たちが

海外ミッションに数多く関与するようになったことにも関係している。79年から5年

間で27名の女性がミッショナリとして受け入れられたが，88年から92年で132名と大幅

に拡大し，95年には348名を数えるに至った（ibid．：79－80）。全体としてみると，19世

紀の終わりには，CMSは1，556名の男性と550名の女性を宣教師として派遣したが

（ibid．：86），この数は任地に妻として赴任した女性を含めると，男性を上回る数になる

わけである。しかも，任地での活動だけでなく，彼女たちは当然のことながら国内にお

いても重要な役割を演じた。女性たちは男性たちが行う伝道集会の準備に携わるだけで

なく，自ら女性だけの伝道集会を開催して，積極的に海外ミッションに関与したのであ

る。女性のための伝道協会での仕事は，男性が独占していた管理的な仕事を自らが責任

をもって行うことができるという意味で彼女たちに大きな自信と誇りを与えるととも

に，伝道集会に集まった数多くの聴衆の前で話すことも女性たちにこれまでにない経験

と自信を感じさせたのである（ibid．：100－101）。この点から，ソーンは，女性による海

外伝道は19世紀イギリスにおける女性による最大の大衆運動であったと述べている

（Thome op．cit．：94）。

 ソーンは，19世紀後半から次第に明らかになるミッショナリのジェンダー化は，宣

教方針の変化に関わっているという。すなわち，従来，近代文明の力を認めながらも，

キリスト教の優位性を主張していた宣教師たちは，文明のもっている力を認めさせるこ

とがキリスト教の布教以前に重要であると考えるようになった。教育や健康などの配慮

によって，現地の人々に文明の恩恵を理解させ，それを前提にしてキリスト教を布教す

ることが必要であるという認識の変化である。この戦略の鍵を握るものとして，女性の

「資質」「能力」が大いに期待されたのである。つまり，女性がもっているとされる母性

や献身性が強調され，この資質が異教徒の心を開くことを可能にすると考えられたので

ある（ibid．：95）。さらに，この変化のなかで現地の女性や子どもたちが晒されている

「悪習」（嬰児殺し，神殿娼婦，幼児結婚，寡婦の焼身自殺など）から，彼らを守ること

が主張され，その任務にふさわしいミッショナリとして女性が大きな意味をもつように
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なってきたのである。ソーンは，ミッションと帝国主義の幸福な結合が，女性たちが

ミッションのなかでさらに積極的な役割を果たす機会を提供したとしている（ibid．：

97）。しかも，この任務を果たすためには，夫である宣教師の世話に時問を割かなけれ

ばならない既婚の女性よりも，その使命のためだけに下問を使うことができる未婚の女

性が求められたのである。

 異教徒の家父長主義を批判し，女性と子どもの家庭的幸せが実現されているイギリス

家庭のキリスト教的正しさを宣伝して止まないミッショナリの主張は，当時の女性の

ミッショナリに何をもたらしたのだろうか。彼女たちは，こうした言説に自らを合わせ

てヴィクトリア時代のジェンダー的な規範を身体化したのだろうか。ソーンは，むし

ろ，女性としてのミッショナリへの積極的関与は，この既存のジェンダー的規範への否

定という態度も生み出したとしている。つまり，家事や結婚からの圧力から解放され

て，自らの給料で自活して任地で活動することは，当時の社会の女性に対して与えられ

た規範から結果的に距離をおくことになったのである（ibid．：99）。ソーンが紹介して

いるある女性は，自分がミッショナリを選択したのは，「美しい家で，おもしろい本を

読み，友人とたわいものない手紙をやりとりしたりする…贅沢な安逸で満足しない」

という生き方を選んだからであると述べている（ibid．：100）。つまり，自らのエネル

ギーを家庭や家族の枠に留めることなく，男性の就いている専門的な職業に自らも身を

置くための手段としてミッショナリの職業があったのである。

7結びに代えて

 筆者は，本稿でソーンをはじめとする先行研究に依拠しながら，大英帝国の拡張を背

景としたイギリスの海外ミッションが国内の社会・宗教動向のなかでどのような意味と

役割を担っていたのかを概括的に論じてきた。その際，筆者は大きくいえば二つの事柄

に焦点を合わせてきた。一つは，ナショナリズムと表裏の関係にあるイギリス人の海外

への眼差しの変化という問題であり，いま一つは，19世紀末までに制度として成熟し

た海外ミッションがそこに関与した人々に何をもたらしたのかということである。前者

は，ミッションを理解する場合の基本的な枠組みに関わっていると思われるので，もう

少し解説してみよう。既に述べたように，海外ミッションの隆盛は一般には福音主義的

覚醒との関連で論じられることが多いが，この問題は教会史という狭い領域に閉じこめ

られるべきではなく，イギリス（人）と世界との関係の根本的な変化というより大きな

文脈のなかで理解されるべきである。つまり，海外ミッションは，彼らが周りの世界を

認識し価値づける際のパースペクティブの大きな変動を形作る一つの要素として考える

ことも可能であるということである。この変化の原因についてはいろいろと考えられる
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が，いずれにせよ，その変化によって生じた混乱を修復して，世界との新たな関係を作

り上げるイデオロギーとしてプロテスタンティズムという理念が人々の問に強く意識さ

れ，さらにそれが他者と自分たちを区別する国民的アイデンティティの中核に据えられ

るようになったということである。その際，国内における伝道協会の活動は，そこに参

加していた人々にとって，自らの優i越性と他者を哀れな異教徒として措定するという世

界解釈の自明性を繰り返し保証する「信愚構造」を形成していたとみることができよ

う。この点からすれば，伝道集会での宣教師の報告も，その雑誌に描かれた現地の人々

の姿や宗教も，自分たちの世界解釈の正当性と妥当性を維持，強化する装置だったと考

えられる。既に紹介した宣教師となった人々の動機にもそれを窺いしることができよ

う。もとより，この信愚構造は決して知的な納得といった認識論的なものだけではな

い。伝道集会での賛美歌の合唱も，貧しい子たちの投ずるなけなしの金の寄付も，最終

的には海外にいる哀れで無知な異教徒の救済と文明の教授という大英帝国の行う聖なる

大事業の一端に連なっているという情緒的な満足感を伴っていたことは改めて述べるま

でもないだろう。いずれにしても，ミッションはヴォランタリズムという理念を媒介と

して，神から特別に祝福された国家というエスノセントリックな観念に向けて非常に幅

の広い層の人々の動員に成功した大規模な宗教運動であったとみることができるのであ

る。

 今ひとつの焦点はこうなる。海外ミッションは上述の世界解釈の妥当性を支える役割

だけを演じたわけではなく，それ自体が一つの制度として，様々な動機をもってそこに

参加した人々の社会的欲求を満足させる場でもあったということである。つまり，既に

明らかにしたように，それは，当時のイギリス社会で上昇の機会をねらっている若い野

心家や，ヴィクトリア社会の男性中心の規範に締め付けられていた女性たちに新しい自

己実現の場所を与えてもいたのである。但し，興味深いことに，ミッションという制度

を利用して自己実現を図ろうとする男性と女性では，その目的を実現する方向性が異

なっている。前者は宣教師を本国の支配階級に仲間入りするためのある種のバイパスと

して使うことで，既存の制度のなかに同化していこうとしているのに対して，後者，特

に外地に赴いた未婚の女性はむしろ体制の周辺にある隙間に入り込んで，本国で女性と

いうジェンダーに課されている重荷から脱出して自己実現を図ろうとしているようにみ

える。そこに当時の社会において男性と女性がおかれていた位置の違いを読みとること

ができよう。

 しかし，国内の宗教的秩序全体からみれば，海外ミッションは依然として周辺的な制

度にすぎなかった。当時の支配階級を構成していた国教会の宗教的ヒエラルヒーの中心

は，あくまでも国内にある無数の教区に付属する聖職禄という固定された土地からの収

入とそこに生活している人々の宗教的世話を基盤にしており，個人の自発的な意志に基
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山中 海外ミッションの展開と大英帝国

つくミッションの活動は，国教会の宗教的営為の中心になることはなかったからであ

る。むしろ，海外伝道の基盤にあるヴォランタリズムは，本来的には，自助，勤勉，節

約といった新興の中産階級や上層の労働者階級の徳目に通底する非国教徒的な宗教的

エートスと親和性をもっていた。実際，ミッショナりたちが植民地にもたらした「文明

化」は，海外ばかりでなく国内における非「文明」的行為に対する彼らの攻撃iと改善の

声となっても現れたのである。伝道協会の活動が次第に軌道に乗り出す時期と並行し

て，一般庶民の動物虐待的な娯楽や飲酒などが「野蛮な行為」としてやり玉に挙げら

れ，それを是正するための組織が19世紀の前半に相次いで結成されている。これは，

伝統的な娯楽の基盤だった農村社会の共同体の解体を反映するとともに，動物がもはや

愛護の対象でしがなかった都市中産階級の道徳意識を反映しているわけである。このよ

うに考えると，海外ミッションの活動は，既存の社会・宗教体制に対して行われた国内

の中産階級を中心とした新興勢力の新たな世界観の表明という側面をもっていたとも理

解することができよう。いずれにせよ，19世紀がキリスト教にとってミッションの世

紀であったことは間違いない。世界の至るところに教会が建ち，多くのキリスト教徒が

新たに誕生した。しかし，この海外ミッションの隆盛は，それに陰のように伴走してき

た科学的世界観の影響力の増大と支配階級の一角を成してきた牧師的地位の下落，そし

て何よりも大英帝国の解体とともに急速に衰退し，両大戦後のイギリスにおいて再びそ

の輝きを取り戻すことはなかったのである。

注
1）ヒユー・ハドソン監督『炎のランナー』（1981年，アメリカ映画）。

2）アメリカの社会・女性史という視点から，アメリカ婦人宣教師に関して優れた研究を発表した

  小檜山ルイは，H．W．ボーデンの説を引用して，ミッションを包括的に研究する分野として，

  キリスト教の研究，宣教師についての研究，本国で伝道事業を支えた人々の研究，宣教師，

  受け入れた側の研究，という四つの研究分野があることを紹介している（小檜山1992：3－4）。

3）海外伝道の活発化の背景には一貫して千年王国主義の観念の高まりが認められるが，その観

  念の内実は19世紀の末までに変化したという。初期の千年王国主義は，反ナポレオンの盟主

  イギリス帝国の隆盛に象徴されるように，キリスト教の世界的広がりが帝国の発展と手を携

  えて進展し，それを通じて人類の行く手に明るい未来が約束されているという非常に楽観的

  なものであった。しかし，かかる楽観主義的な千年王国論（後千年王国主義）はその世紀の

  末までに徐々に影響力を失い，それに代わってキリストの再臨が近づくにつれて，人々の道

  徳的，精神的状態がますます悪化するという悲観的な千年王国論（前千年王国主義）がミッ

  ショナリの心を捉えるようになった（Stanley op．cit．：75－76）。

4）例えば，メソディスト派の伝道協会の規則は，かれらに大要以下のような詳細な9項目にも

  及ぶ指示を出している。（1）自分の信仰を確固たるものにしなさい。（1）聖書を広めるた

  めに，それに関わる読書を懸命にしなさい。（皿）宣教師同士の団結に心がけなさい。（IV）
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’

 メソディストの説教者としての言動に外れないように注意しなさい。（V）政治的秩序（国王

 への尊敬）を尊重するように振る舞いなさい。（VI）現地政府の指示に従って行動しなさい。

 さらに，（皿）として，西インド諸島の植民地に任命された宣教師たちに対してさらに詳細な

 10項目の訓令が記されている。（1）特別な目的は，無知で，異教徒のその島の見捨てられた

 黒人と有色人種に対する宗教的教育と改宗である。（2）会衆を監督し，キリスト教の知識を

 しっかりと教えなさい。（3）一夫多妻などの不道徳的な行為を行ったものは戒告の後に会か

 ら排除せよ。（4）会に受け入れる前に，しっかりと審査，試験をしなければならない。（5）

 子どものキリスト教の教育を忘れず，日曜学校などを開設しなさい。（6）使用人には聖書の

 教え通りに服従を教えなさい。（7）奴隷に対する布教にも心がけなさい。（8）多くの黒人

 が陥っている一夫多妻や乱雑なセックスに対して彼らに忠告しなさい。こうした行為を行っ

 ている人々に決して入会を許可してはならない。（9）植民地の政治に巻き込まれてはならな

 い。（10）自分の行う監督に反対があれば，決して激昂せずに冷静に対応しなさい。（V皿）宣

 教の状況を伝える日誌を必ずつけて，その要約を本国に必ず送ること。（IX）副業を行わない

  ように注意すること（Grindrod op．cit：213－217）。

5）ミッショナリとしてのイギリス女性の活動の具体的状況をわかりやすく生き生きと紹介した

  ものとして井野瀬（1998）が有益である。
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